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ヘ
ル
パ
ー
社
員
は
21
名
に

　

平
成
29
年
６
月
19
日
に
誕
生
し
た
㈱

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

間
も
な
く
誕
生
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。
社
員
は
設
立
時
の
11
名
か
ら
現
在

で
は
25
名
と
倍
増
し
、
昨
年
度
の
年
商

は
２
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
は
、
酪
農
家

の
需
要
に
対
し
供
給
が
追
い
付
か
ず
社

員
に
加
え
、
嘱
託
ヘ
ル
パ
ー
や
後
継
者

ヘ
ル
パ
ー
等
、
外
部
ヘ
ル
パ
ー
の
協
力

を
得
な
が
ら
組
合
員
の
要
望
に
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
ヘ
ル
パ
ー
の

稼
動
日
数
は
７
，
２
５
７
日
の
実
績
で
、

酪
農
家
の
年
間
の
平
均
稼
働
日
数
は
約

19
日
と
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
農
業
系
の
学
校
へ
の
訪
問
や

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
等
、
企
業
説
明
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
、
さ
ら
な

る
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

研
修
等
で
職
員
交
流
も
活
発
に

　

４
月
20
日
、
今
年
度
の
農
繁
期
を
前

に
、
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
会
社
所
有
の
作
業
機

に
加
え
社
員
・
役
員
が
一
堂
に
会
し
、
田

中
社
長
が
神
前
に
玉
串
を
捧
げ
今
年
度

の
作
業
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
焼
肉
を
囲
ん
で
の
交
流
会
も
行
わ

れ
、
今
年
度
入
社
し
た
４
名
の
社
員
紹

介
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
社
員
向
け
の
研
修
と
し
て
、

今
ま
で
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
研

修
や
、
各
種

講
習
会
な
ど

へ
の
参
加
、

ま
た
、
今
年

初
め
て
ト
ラ

ク
タ
ー
の
バ

ケ
ッ
ト
や
ロ

ー
ダ
ー
を
使

用
し
た
作
業

を
体
験
す
る

機
械
研
修
を

実
施
す
る
な

ど
、
入
社
後

の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
や
交
流

の
場
の
提
供

に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
方
針

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
要
員
確
保
に

向
け
、
引
き
続
き
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
ヘ
ル
パ
ー
体
験
の
受
け
入
れ
を
通
じ
、

採
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

昨
年
の
８
名
を
上
回
る
社
員
の
獲
得
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
の

特
徴
と
し
て
ヘ
ル
パ
ー
社
員
で
入
社
し

て
も
、
そ
の
後
の
本
人
の
希
望
に
よ
っ

て
は
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
推
薦
す
る
制
度

や
、
新
規
就
農
希
望
者
の
技
術
研
鑽
の

場
と
し
て
将
来
の
営
農
に
プ
ラ
ス
に
な

る
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
人
材
の
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

コ
ン
ト
ラ
事
業
は
２
セ
ッ
ト
体
制
に

よ
る
稼
動
と
し
て
お
り
、
２
セ
ッ
ト
目

は
上
春
別
の
㈱
山
桑
緑
地
耕
業
か
ら
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
も
ら
う
と
共

に
、
不
足
す
る
機
械
に
つ
い
て
も
貸
し

出
し
て
も
ら
い
受
託
面
積
合
計
で
１
，

３
２
０
ha
（
１
番
・
２
番
・
３
番)

を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ラ
リ
ー
散
布
作
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
４
台
体
制
（
20
ｔ
：
２

台
・
16
ｔ
：
２
台
）
に
よ
る
稼
動
と
な

り
、
現
段
階
で
の
作
業
申
し
込
み
は
、

春
散
布
を
含
め
約
１
，
２
０
０
時
間

（
22
戸
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

ス
ラ
リ
ー
の
秋
散
布
を
希
望
す
る
方
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

←焼肉交流会　↑安全祈願祭

第19回
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慣れない牛舎作業に苦戦「家族酪農の発展」を議論
～令和元年度新採用職員酪農基礎研修～

　

５
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
日
程
で
、
今

年
度
の
新
採
用
職
員
を
対
象
に
、
酪
農
基
礎

研
修
を
別
海
町
酪
農
研
修
牧
場
で
行
い
ま
し

た
。

　

同
牧
場
の
嶋
野
場
長
を
は
じ
め
就
農
を
目

指
す
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
の
全
面
協
力
の
も
と
、

12
名
の
新
採
用
職
員
全
員
が
、
２
泊
３
日
の

日
程
で
牛
舎
作
業
と
座
学
に
よ
る
研
修
に
臨

み
ま
し
た
。

　

座
学
研
修
で
は
酪
農
の
基
本
か
ら
、
現
場

で
の
安
全
な
作
業
に
向
け
て
、
牛
の
特
性
や

危
険
行
為
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
実
際
の

作
業
体
験
で
は
、
朝
は
３
時
半
に
起
床
し
牛

舎
清
掃
に
子
牛
へ
の
哺
乳
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン

へ
の
シ
ー
ト
掛
け
な
ど
、
慣
れ
な
い
作
業
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

丁
寧
な
指
導
を
頂
き
な
が
ら
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
参

加
者
が
研
修
を
通
し
て
学
び
感
じ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
、「
家
族
経
営
酪
農
の
発
展
」
を

テ
ー
マ
に
６
人
１
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
始
め
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
付
箋
に
書
き
出
し
、
掘
り
下
げ

な
が
ら
意
見
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
各
グ
ル
ー
プ
で
「
作
業
の
機
械
化
や
効
率

化
を
図
る
道
具
の
使
用
、
衛
生
的
な
環
境
づ

く
り
」
な
ど
を
結
論
と
し
て
ま
と
め
、
意
見

を
堂
々
と
発
表
し
な
が
ら
職
員
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

同期で助け合いながら無事に研修を終えました

グループワークで意見を出し合い発表し合う職員
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第3回理事会報告　令和元年5月28日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　北海道常例検査結果指摘事項に対する改善状況等の報
　　　　　　　告について
議案第３号　　回転出資金の振り向けについて
議案第４号　　不良債権の処理方針について
議案第５号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸
　　　　　　　付について
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（信連委託
　　　　　　　貸）の事務取扱について
議案第７号　　キャトルセンター竣工式の開催について

協議事項１　　持続的な北海道農業の確立に向けた意見集約について
協議事項２　　酪農畜産政策・価格対策並びに酪肉近計画見直しに係
　　　　　　　る意見集約について

報告事項１　　地区懇談会の意見集約について
報告事項２　　貸借対照表及び損益計算書（４月末）について

報告事項３　　組合員の動向（４月末）について
報告事項４　　融資審査会の結果について
報告事項５　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案
　　　　　　　件の処理状況について
報告事項６　　総体的なリスク量管理について
報告事項７　　特定組合員実績（４月末）について
報告事項８　　平成30年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　　　　　　　に係る入札結果について
報告事項９　　ＪＡ道東あさひ別海支所「2019ＪＡふれあいまつり」
　　　　　　　の開催について
報告事項10　　根室地区酪対役員会の結果について
報告事項11　　北海道酪農体質強化対策事業に係る平成30年度実績と
　　　　　　　平成31年度計画について
報告事項12　　販売事業実績（４月末）について
報告事項13　　購買事業実績（４月末）について
報告事項14　　行事予定について

第2回理事会報告　令和元年5月10日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　「独立監査人の監査報告書」及び「監事の監査報告書」
　　　　　　　について
議案第３号　　決算書類の承認について
議案第４号　　第10回通常総会に係る提出議案について
議案第５号　　令和元年度各支所の乳牛共進会等の開催日程と予算に
　　　　　　　ついて
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸
　　　　　　　付について

協議事項１　　第10回通常総会議事運営について
協議事項２　　設立10周年記念事業（表彰）について

協議事項３　　ＪＡ道東あさひ施設建設第三次プロジェクトの取り組
　　　　　　　みについて

報告事項１　　第10回通常総会表彰者について
報告事項２　　平成30年度乳検事業概要について
報告事項３　　令和元年度新規就農者激励状贈呈事業対象者について
報告事項４　　平成30年度株式会社ASAH Iサポートセンターの収支
　　　　　　　決算について
報告事項５　　大規模災害時におけるＪＡ職員初動対応マニュアルに
　　　　　　　ついて
報告事項６　　平成31年3月末財務の動向について
報告事項７　　要改善ＪＡ（指導区分「５」）の指定について（通知）

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま

し
た
、
西
春
別
支
所
名

物
「
資
材
市　

春
の
大

感
謝
祭
」
が
５
月
10
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
21
回
目
を
迎

え
る
資
材
市
は
Ａ
コ
ー

プ
前
に
会
場
を
構
え
、

各
種
資
材
や
花
・
苗
の
販
売
を
は

じ
め
、
無
料
の
豚
汁
提
供
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
製
品

消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

青
年
部
で
は
牛
乳
の
無
料
配
布
、

女
性
部
か
ら
は
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
・

ミ
ル
ク
も
ち
が
振
る
舞
わ
れ
、
多

く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

資
材
市
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し

た
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
長
蛇
の

列
。
列
の
先
に
は
、
超
目
玉
コ
ー

ナ
ー
の
１
，
０
０
０
円
ワ
ン
紙
幣

販
売
会
場
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
卵
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
、

計
７
点
が
入
っ
て
お
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
天
候
は
曇
り
で
し
た
が

沢
山
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

西春別支所 資材市
春の大感謝祭

別
海
町
に
活
力
を
！

目玉コーナーに長蛇の列 青年部による牛乳無料配布 女性部によるミルクもちの配布
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草地を長持ちさせるための、
追肥の効果について
　チモシー採草地は、早春の施肥だけではなく１番草収穫後の追肥により永続性を高められます。
今回は１番草収穫後の追肥の効果について紹介します。

　１番草収穫後の追肥は、収量を確保し、草種構成を維持するために重要です。忙しい季節となり
ますが、農作業事故に十分注意してください。

　チモシーは、１番草が収穫されるとほとんど
の刈り残った茎葉が枯死し、収穫して７～10日
目頃に新しい茎（分げつ）が発生します（写真
１）。
　この新しい茎が２番草を構成し、越冬して翌
年の１番草を構成する分げつになります。２番
草で分げつが増えると翌年の１番草の茎数が増
加し、密度維持に寄与します。２番草の分げつ
を増やすには、１番草収穫後の施肥が効果的で
す。

　１番草収穫後に追肥が無いと、葉が黄緑色に
変色し、斑点病などの病害が発生してしまう場
合があります（写真２）。その結果、チモシーが
衰退して雑草が侵入することで草種構成が悪化
します。

　追肥はタイミングが重要です。ベストは、１
番草収穫後７～10日前後です。１茎重（１本の
重さ）が高まることで、収量が増加します（図
１）。収穫後10日頃までは、刈取り残部の貯蔵
養分に依存して成長します。10～20日は、新
しい茎が根から養分を吸収して成長します。そ
のため、この期間は窒素施肥の効果が高く、窒
素吸収も旺盛なので、２番草の分げつを増加さ
せるとともに１茎重を高めて増収させる効果が
あります。収穫後、速やかに追肥が行えるよう
に、早めに肥料の準備等を行いましょう！

1　追肥は来年の１番草収量に影響します！

２　裸地拡大の軽減・雑草の侵入防止

３　追肥時期について

写真１　チモシーの新分げつ

写真２　１番草収穫後、養分不足のチモシー

図１　１番草刈取後の施肥時期が２番草収量に
　　　及ぼす影響（1987　松中・小関）

１番草の
刈り取り口

分げつ茎
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乾乳期間は60日じゃないとダメなのか？
畜産試験場　生物工学グループ　小山　毅（元酪農試験場　乳牛グループ）

表１.　乾乳期間が次産次の乳生産および疾病発生状況に及ぼす影響

１）全道の乳検データ（初産～２産以上；約10万頭、２～３産以上；約20万頭）を解析。
２）草地型酪農地帯A農協管内の診療データ（初産～２産以上；約２万頭、２～３産以上；約３万頭）を解析。
３）乾乳期間区分56～65日を基準として各区分の疾病発生の確率を計算した。オッズ比が１を超えると疾病発生の確率が上昇する。
＊乾乳期間56～65日と比較して差あり、 乾乳期間56～65日と比較して差がある傾向。

設定可能な乾乳期間　　１）分娩直前の検定乳量が、初産牛で18 kg以上、２産以上で20 kg以上の場合

表2.　乳量および周産期疾病発生リスクを考慮した乾乳期間の設定基準

　多くの酪農場では乾乳期間を60日間に設定していますが、乾乳期間は必ず60日必要なのでしょう
か？酪農試験場では全道の牛群検定成績（以下乳検）等を解析し、適切な乾乳期間に関する検討を行い
ました。

●　乾乳期間が乳生産に及ぼす影響
　乾乳期間が56～65日の牛（以下慣行区。平均乾乳日数；約60日）と比較した場合、乾乳期間が短
かった牛では次産次の305日乳量が減少していました。一方、乾乳期間が短縮したということは、泌乳
期間が延長したということです。そこで前産次における泌乳延長分の乳量と次産次の305日乳量を合計
した総乳量で比較すると、乾乳期間が20日程度短縮しても総乳量は慣行区と同程度になると考えられま
した（表1）。泌乳延長分の乳量および栄養充足率を考慮すると、乾乳期間が短縮可能な牛の条件として、
分娩60日前の検定乳量が初産牛で18 kg以上、２産以上で20 kg以上である必要があります。

●　乾乳期間と疾病発生との関係
　慣行区と比較した場合、乾乳期間が短かった牛では分娩後56日以内の第四胃変位とケトーシスの治療
確率が低下しましたが、乳房炎は乾乳期間が極端に短い場合（25日以下）に治療確率が増加していまし
た（表１）。

●　乾乳期間の設定基準
　乾乳期間が乳生産および疾病発生に及ぼす影響を考えると、乾乳期間は36～65日の範囲内で設定可
能であると考えました（表２）。
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●【経営科】プロジェクト計画発表会
　４月２５日（木）に、
今年度のプロジェクト活
動の計画について審議す
る「プロジェクト計画発
表会」が行われました。
この計画発表会では、プ
レゼンテーションを通し
て説明する力や計画的に
準備を進める力を養うと
ともに、内容をより良くするための意見交換および質
疑応答なども行われました。
　現在、動物バイオ専攻班、飼料作物専攻班、資源循
環専攻班、乳製品加工専攻班の４班がそれぞれのプロ
ジェクト活動を実施しており、生徒の積極的な質疑と
意見交換が行われました。１年生も聴講するとともに
物怖じすることなく先輩に研究内容についての質疑を
おこない、充実した計画発表会となりました。
　今後、各専攻班ともに研究を進め、冬には成果をま
とめてプロジェクト実績発表大会を実施します。

●【経営科】校内意見発表大会
　５月１３日（月）
に本校体育館にて校
内意見発表大会を実
施しました。　　
　４月中旬に各学年
のクラス内意見発表
大会で選出された代
表生徒１２名が、本
校体育館のステージ
にて自分の意見発表を行いました。外部審査員を含む
５名の審査員の厳正な審査のもと選出された代表生徒
は、６月１９日に東藻琴高校にて行われる東北海道学
校農業クラブ連盟意見発表大会に出場します。今回実
施した校内意見発表大会の最優秀者は下記のとおりで
す。

　　分野Ⅰ類「生産・流通・経営に関わる発表」
　　最優秀賞「我が家の経営改善に向けて」
　　　酪農経営科　３年　守屋　由真
　　分野Ⅱ類「開発・保全・創造に関わる発表」
　　最優秀賞「別海のチーズに夢を添えて」
　　　酪農経営科　３年　金内　ゆかり
　　分野Ⅲ類「ヒューマンサービスに関わる発表」
　　最優秀賞「生産者と消費者の想いをかたちに」
　　　酪農経営科　３年　菅野　涼

●専攻科【修了研究活動計画発表会】
　４月１９日（金）に専攻科ゼミ室を会場にして「修
了研究活動計画発表会」が行われました。これは、２
年目学生が１年間自家の課題解決のため、研究に取り
組む為の計画を発表するものです。
　今年度は「ネックレールの調整とベッドメイキング
の見直しによる乳房炎減少を目指して」、「光合成菌の
制菌効果で糞尿臭を減少～酪農のイメージ向上を目指
して～」、「肢の疾病を減らす」、「丈夫な育成牛を育て
る」、「トライアンドエラーで経営改善を目指して」、
「和牛と乳牛生産の両立化」の６つのテーマとし、そ
れぞれの課題を発表し、どのような点に着目し課題解
決をするのか、具体的に
発表していました。修了
研究活動中間発表会は８
月２３日（金）に、修了
研究活動発表会は11月
２８日（木）に開催予定
です。

●専攻科【酪農機械・施設学】
　５月８日（水）～１０日（金）の３日間、外部講師
をお招きして「酪農機械・施設学」の講義を実施しま
した。この授業は、搾乳に関する手法や生理、ミル
カーシステムの構造、また農作業事故が発生した時の
対応についての知識を身につける授業です。
【１日目】午前の部は乳牛の快適性と飼養施設につい
て、根室農業改良普及センター主任普及指導員　武井
昌夫様より、乳牛の飼養施設の違いによって快適性に
どのような影響があるのか、牛の生態を踏まえてより
詳しくご講義いただきました。午後からは、最新のミ
ルカーシステムの種類と特徴、適切なメンテナンス・
洗浄方法について、北海道オリオン株式会社別海営業
所所長　中谷　泰久様、クリーン化学工業株式会社
（恵庭市）吉田　憲司様
より詳しくご講義いただ
きました。
【２日目】午前の部は牛
にも人にも優しい木造牛
舎の設計について有限会
社吉田ハウス代表取締役
社長　吉田　史郎様より、
また午後からは最も基本的な搾乳の正しい手順、研修
牧場の役割について別海町酪農研修牧場　嶋野　幹夫
場長より、具体的にご講義いただきました。
【３日目】救急救命講習（ＡＥＤ講習）や農作業中の
事故対応と薬品の特徴について、別海消防署　眞嶋　
剛様よりご講義いただきました。
　講義にご協力くださいました講師の先生方に、この
場をお借りして御礼申し上げます。

計画発表会の様子

修了研究活動計画発表会の様子

意見発表の様子

研修会の様子
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ

ぞ
ら
」
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
？
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
は
、
４

月
23
日
よ
り
「
な
つ
ぞ
ら
に
関
す
る

投
稿
」
を
不
定
期
な
が
ら
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
で
は
当
時
の
農
業
や
農
村
の
様
子
だ

け
は
な
く
、
農
協
（
Ｊ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
、
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
農
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し

て
、
ド
ラ
マ
の
感
想
も
含
め
、
関
連
す
る
北
海

道
農
業
・
酪
農
の
歴
史
や
魅
力
、
Ｊ
Ａ
に
関
す

る
歴
史
・
話
題
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
く
予
定

で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
て
検
索
し
て
Ｊ
Ａ

北
海
道
中
央
会
の
ペ
ー
ジ
に
「
い
い
ね
！
」

「
ペ
ー
ジ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
」
を
タ
ッ
プ
し
て

頂
き
ま
す
と
、
記
事
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
頂

け
る
と
幸
い
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
で
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
」
で
検
索
す
る
か
、

ま
た
は
、
下
記
の
ア
ド

レ
ス
か
ら
ど
う
ぞ
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、

「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン
」
へ
の
協
賛

を
行
い
、
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
ゼ
ッ
ケ

ン
に
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
」
ロ
ゴ
を
掲
出
し
、

特
設
ブ
ー
ス
に
は
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
よ
り
ぞ

う
」
も
駆
け
付
け
、
一
緒
に
写
真
撮
影
を
さ
れ
た

方
に
「
よ
り
ぞ
う
」
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　

「
よ
り
ぞ
う
」
が

登
場
す
る
と
、
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
に

囲
ま
れ
、
大
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
道
内
の
８
校

（
中
・
高
等
学
校
）
に
て
、
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
危
険
な
自
転
車
走
行
に
伴
う
交
通
事
故

場
面
を
再
現
し
、
生
徒
が
事
故
の
危
険
性
を
疑
似

体
験
す
る
（
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
教
育
技

法
）
自
転
車
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
本
活
動

を
通
じ
て
交
通
事
故
の
未
然

防
止
を
図
り
、
次
世
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
育
成
と
安
全

な
生
活
環
境
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
創
立
100
周
年
を
迎
え

た
４
月
18
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
て
会
員
Ｊ
Ａ
・
取
引
先
を
は
じ
め
と
す
る
皆

様
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
記
念
式
典
を
開
催
し
、

続
け
て
祝
賀
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
祝
賀
会
で

は
100
周
年
の
節
目
に
あ
ら
た
め

て
設
定
し
た
ホ
ク
レ
ン
の
経
営

理
念 

〜
わ
た
し
た
ち
は
生
産

者
の
た
め
の
協
同
組
合
と
し
て

会
員
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
事
業
を

通
じ
、
共
生
の
大
地
北
海
道
か

ら
、「
農
」
と
「
食
」
の
未
来

を
担
い
ま
す
〜 

が
内
田
会
長

よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の

積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り

ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
、
様
々

な
医
療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

https://www.facebook.com/jahokkaido
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「
今
こ
そ
Ｊ
Ａ
」
も
今
回
が
最

終
回
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
競
争

原
理
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
成
り
立
っ
て
い
る
組
織

で
あ
り
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活

を
守
る
た
め
に
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
て

き
ま
し
た
。

　

二
宮
尊
徳
は
そ
の
教
え
の
中
で
、

徳
を
以
っ
て
徳
に
報
い
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
人
々
が
地
域
で
生
き
て
い
く
た

め
に
お
互
い
が
助
け
合
う
こ
と
＝

相
互
扶
助
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
小

規
模
家
族
経
営
の
ま
ま
で
農
業
生

産
力
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
唯
一
の
国
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
の
が
日
本
の
農
業
協
同
組

合
＝
総
合
農
協
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
協
同
組
合
に
は
欠
点

も
あ
り
ま
す
。
何
か
物
事
を
決
め

る
場
合
、
協
同
組
合
は
組
合
員
一

人
一
人
の
意
見
を
聞
き
、
合
意
を

と
っ
て
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
急
激
な
情
勢
変
化
に
対
応
で
き

ず
、
大
切
な
判
断
が
遅
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
農

協
改
革
の
よ
う
な
外
圧
に
よ
っ
て

自
己
改
革
の
機
運
も
高
ま
り
ま
し

た
が
、「
協
同
組
合
だ
か
ら
今
の

ま
ま
で
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
Ｊ
Ａ
も
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
組
織
に
自
ら
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
由
競
争
が
叫
ば
れ
る
現
在
の

日
本
に
お
い
て
「
相
互
扶
助
」
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
、
な
ぜ
協
同

組
合
が
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
仕
組
み
や

理
念
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
地
域
に

と
っ
て
Ｊ
Ａ
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
こ
そ
Ｊ
Ａ
が
力
を
発

揮
す
べ
き
時
な
の
で
す
。

今
こ
そ
Ｊ
Ａ
最
終
回

　

Ｊ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
？



区　　分 4　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
321,061t

100.5%

65,910t

99.8%

28,832t

98.4%

7,564t

97.9%

5,485t

103.6%

11,943t

97.3%

3,841t

96.2%

321,061t

100.5%

65,910t

99.8%

28,832t

98.4%

7,564t

97.9%

5,485t

103.6%

11,943t

97.3%

3,841t

96.2%

3.98%

3.97%

4.01%

4.02%

4.02%

4.02%

3.97%

3.96%

4.00%

3.99%

4.06%

4.05%

4.05%

4.09%

8.77%

8.77%

8.72%

8.71%

8.72%

8.71%

8.73%

8.70%

8.78%

8.74%

8.69%

8.71%

8.70%

8.72%

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

8.62円

8.51円

36.89円

36.47円

37.23円

36.87円

37.30円

36.91円

36.78円

36.34円

37.10円

36.60円

37.63円

37.21円

37.57円

37.52円

51.53円

50.97円

51.20円

50.61円

51.22円

50.61円

51.29円

50.55円

51.57円

50.79円

51.05円

50.57円

51.09円

50.62円

3.76円

3.75円

3.79円

3.80円

3.77円

3.77円

3.74円

3.84円

3.78円

3.87円

3.75円

3.68円

3.90円

3.75円

100.81円

99.69円

100.83円

99.78円

100.91円

99.80円

100.43円

99.24円

101.08円

99.76円

101.05円

99.96円

101.19円

100.40円

4月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】いろいろな分野に興味を感じる
　ものの、飽きっぽくなっているよう。手
　を広げ過ぎるのは避けて。観劇にはつき
【健康運】梅雨冷えにご用心。軽い運動が
　開運の鍵
【幸運の食べ物】カワハギ

【全体運】何かと消極的になってしまいそ
　う。内にこもりやすく、好機に気付かず、
　逃がしがちです。前向きな発想を大切に
【健康運】無理は禁物。規則正しい生活を
　目指して
【幸運の食べ物】ミョウガ

【全体運】イマジネーションが豊かになる
　期間。お好きな創作活動に励んでみては。
　プレイスポットに足を運ぶのもグッド
【健康運】スタミナが不足気味。睡眠はた
　っぷりと
【幸運の食べ物】カツオ

【全体運】手抜きはトラブルを招くもと。心
　を込めて臨むのが幸運の呼び水に。部屋の
　模様替えも運気アップが期待できます
【健康運】シェイプアップに励むと確かな手
　応えあり
【幸運の食べ物】ラッキョウ

【全体運】人間関係が広がりを見せる予感。
　習い事や地域の集まりなどには気軽に顔を
　出して。グループレジャーも幸運
【健康運】ストレス解消には手軽な体操がお
　勧め
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】思うようにならない出来事が多
　くなるかも。今できることに心を込めて
　みましょう。開運には花や樹木に触れて
【健康運】まずまず。マッサージをすると
　好影響大
【幸運の食べ物】葉ショウガ

【全体運】思い切りが良く、チャンスをゲッ
　トしやすい時期。ひらめきを信じて動いて。
　しっかり目的意識を持つのも大事
【健康運】疲れを感じやすい気配。休息を心
　掛けて
【幸運の食べ物】パプリカ

【全体運】あれこれ思い悩み、暗い顔で過
　ごしがち。自分の本当の気持ちと向き合
　ってみて。笑顔キープも忘れずに
【健康運】体を動かせば、日頃の鬱憤（う
　っぷん）解消が可能
【幸運の食べ物】ビワ

【全体運】コミュニケーション運が活性化。
　初対面でもフランクに話し掛けるとラッキ
　ーな結果に。習い事を始めるのも◎
【健康運】食べ過ぎ注意。消化の良い食材に
　注目を
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】のんびり構え過ぎてしまう傾向
　がチラリ。必要な仕事は後に回さず、早
　めに済ませて。気晴らしには芸術鑑賞を
【健康運】ウオーキング吉。好影響が期待
　できそう
【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】目新しいことに興味を持つと、
　素晴らしい展開に。好奇心を刺激された
　なら、ぜひ挑戦を。イベント参加も正解
【健康運】栄養バランスが偏りがち。改善
　に努めて
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】気が緩みやすい月。慣れている作
　業でも油断は禁物です。また、うわさや誤
　情報に振り回されないよう、うのみは×
【健康運】慌てるとけがの暗示。深呼吸で冷
　静に
【幸運の食べ物】梅

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

異 動 職 員
令和元年5月1日

西春別支所
生産課 畜産販売係
→西春別支所
生産課 生乳検査係
　　　　中洞　　要
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令和元年6月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表）
ホームページ
http://www.ja-doutouasahi.or.jp
メール/kikaku@ja-doutouasahi.or.jp

　

５
月
26
日
は
、
道
内
で
真
夏
日

や
猛
暑
日
を
相
次
い
で
記
録
し
、

佐
呂
間
町
の
最
高
気
温
が
39
・
５

度
で
５
月
の
国
内
最
高
気
温
を
更

新
す
る
な
ど
、
異
常
な
暑
さ
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
道
内
に

お
け
る
５
月
の
最
高
気
温
は
33
・

９
度
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
大

き
く
更
新
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

近
年
で
は
「
数
十
年
に
一
度
の

大
雨
」
な
ど
、
偏
っ
た
予
報
や
記

録
が
多
く
「
異
常
気
象
」
と
い
う

言
葉
が
軽
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気

象
条
件
に
左
右
さ
れ
る
酪
農
で
す

が
、
粗
飼
料
収
穫
時
は
長
雨
や
暴

風
等
に
見
舞
わ
れ
な
い
よ
う
祈
る

ば
か
り
で
す
。
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